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私
達
は
、
聴
覚

・
視
覚

・
触
覚

・
嗅
覚

・
味

覚
な
ど
の
感
覚
を
通
し
て
周
囲
の
出
来
事
を
感

じ
、
感
じ
た
こ
と
を
道
標
と
し
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
感
覚
セ
ン
サ
ー
の
感
度
は
と
て
も
個
人

差
が
大
き
い
の
で
す
が
、
感
じ
方
は
そ
の
人

（
子
）
に
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
最
近
、
感
覚

問
題
の
相
談
が
増
え
て
い
る
の
で
、
今
回
は
、

感
覚
に
敏
感
な
子

・
繊
細
な
子
の
子
育
て
の
お

話
に
し
ま
す
。 
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育
児
相
談
や
発
達
外
来
で
は
、
寝
つ
く
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す

ぐ
泣
く
、
痛
み
に
と
て
も
敏
感
、
タ
グ
が
肌
に

当
た
る
の
を
と
て
も
嫌
が
る
、
汚
れ
を
異
常
に

気
に
す
る
、
偏
食
が
ひ
ど
い
、
極
端
に
ま
ぶ
し

が
る
、
音
が
出
る
機
械
を
嫌
が
る
な
ど
の
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
子
は
、
感
覚
刺
激
に
敏
感
で
、
苦
手
な
感
覚

か
ら
自
分
を
守
る
た
め
、
嫌
が
る

・
怖
が
る

・

避
け
る

・
逃
げ
る
な
ど
の
行
動
を
と
る
の
で

す
。 

 

こ
れ
ら
の
感
覚
に
敏
感
な
子
の
症
状
や
行
動

は
、
自
閉
症
な
ど
の
発
達
障
害
が
あ
る
子
に
多

く
み
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実

は
、
幼
児
期
に
は
発
達
障
害
が
な
い
子
に
も
よ

く
見
ら
れ
ま
す
。
最
近
は
、
発
達
障
害
を
持
た

な
い
Ｈ
Ｓ
Ｃ

（Hig
h

ly 
S

e
n

s
itiv

e
 
C

h
ild

：

ひ
と
い
ち
ば
い
敏
感
な
子
）
の
存
在
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

Ｈ
Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｓ
Ｃ
と
は
な
に
か

と
は
な
に
か

と
は
な
に
か

と
は
な
に
か    

 

Ｈ
Ｓ
Ｃ
は
診
断
名
で
は
な
く
気
質

（遺
伝
的

で
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
た
性
格
）
で
あ
り
、
子

ど
も
の
１
５
〜
２
０
％
は
、
こ
の
気
質
を
持
っ

て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
過
剰
に
刺

激
を
受
け
や
す
い
。
②
感
情
反
応
が
強
く
共
感

力
が
高
い
。
③
些
細
な
刺
激
を
察
知
す
る
。
④

深
く
処
理
す
る
。
以
上
の
４
つ
を
満
た
す
場
合

に
Ｈ
Ｓ
Ｃ
と
評
価
し
ま
す
。 

  

Ｈ
Ｓ
Ｃ
は
、
感
受
性
が
豊
か
で
他
人
の
気
持

ち
に
よ
く
気
が
つ
く

一
方
、
敏
感
で
傷
つ
き
や

す
く
疲
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
両
親
の

ど
ち
ら
か
が
同
じ
よ
う
な
気
質
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
大
人
の
場
合
、
Ｈ
Ｓ

Ｐ

（Hig
h

ly
 
S

e
n

s
itiv

e
 
P

e
rs

o
n

）
と
呼
び

ま
す
。
Ｈ
Ｓ
Ｃ
は
、
五
感

（視
覚

・
聴
覚

・
嗅

覚

・
味
覚

・
触
覚
）
だ
け
で
な
く
人
の
心
に
も

敏
感
で
、
共
感
力
が
あ
り
、
直
感
が
鋭
く
、
創

造
性
が
豊
か
で
す
が
、
失
敗
に
対
す
る
不
安
も

強
い
た
め
慎
重
に
行
動
し
ま
す
。
大
き
な
音
に

は
圧
倒
さ
れ
、
叱
ら
れ
て
い
る
人
が
い
る
と
、

先
生
の
叱
り
声
を
怖
が
る
子
も
多
い
よ
う
で

す
。
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
に
行
く
の
を
嫌

が
る
子
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。 
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自
閉
症
等
の
発
達
障
害
が
あ
る
子
に
も
感
覚

過
敏
が
あ
る
子
が
多
く
い
る
た
め
、
感
覚
に
敏

感
な
子
は
発
達
障
害
だ
と
勘
違
い
さ
れ
る
場
合

も
多
い
よ
う
で
す
。
自
閉
症
と
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
大
き

な
違
い
は
、
Ｈ
Ｓ
Ｃ
は
人
の
気
持
ち
へ
の
共
感

能
力
が
高
い
こ
と
で
す
。
感
覚
過
敏
＝
発
達
障

害
と
勘
違
い
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
自

閉
症
に
も
Ｈ
Ｓ
Ｃ
と
重
な
る
部
分
も
あ
り
、
両

方
と
も
併
せ
持
っ
て
い
る
子
も
い
ま
す
。 
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Ｈ
Ｓ
Ｃ

Ｈ
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Ｃ
のののの
育育育育
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方方方方
の
ス
タ
ン
ス

の
ス
タ
ン
ス

の
ス
タ
ン
ス

の
ス
タ
ン
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日
本
に
Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
考
え
方
を
導
入
し
た
明
橋

大
二
医
師
は
、
著
書
の
な
か
で
、

「嫌
が
る
こ

と
を
無
理
に
さ
せ
る
と
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま

す
。
安
心
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
下
さ
い
。

し
か
し
、
必
要
以
上
に
心
配
す
る
た
め
、
親
か

ら
見
て
明
ら
か
に
大
丈
夫
な
と
き
は
、
優
し
く

背
中
を
押
し
あ
げ
て
下
さ
い
。
」
、

「
こ
の
子

は
こ
の
子
で
い
い
と
線
を
引
く
と
、
の
び
の
び

成
長
で
き
ま
す
。
音
楽
や
絵
な
ど
芸
術
的
才
能

に
秀
で
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
長
所
を
認
め
て

自
己
肯
定
感
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。 

 

Ｈ
Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｓ
Ｃ
のののの
子子子子
のののの
守守守守
りりりり
方方方方    

 

①
気
質
の
特
徴
を
理
解
し
認
め
て
あ
げ
る
。

②
無
理
強
い
し
な
い
。
③
指
示
や
干
渉
を
せ
ず

で
き
る
限
り
見
守
る
。
④
落
ち
着
け
る
場
所
を

確
保
す
る
。
⑤
周
り
が
情
報
を
共
有
す
る
。
⑥

親
の
育
て
方
が
悪
い
か
ら
と
非
難
し
な
い
。
以

上
の
６
つ
で
す
。 

 

お
子
さ
ん
が
Ｈ
Ｓ
Ｃ
か
も
と
思
っ
た
ら
職
員

や
医
師
に
御
相
談
下
さ
い
。 

 

Ｈ
Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｓ
Ｃ
おおおお
薦薦薦薦
め
の
め
の
め
の
め
の
本本本本    

①
ひ
と
い
ち
ば
い
敏
感
な
子

（
エ
レ
イ
ン

・

N

・
ア
ー
ロ
ン
著
、
明
橋
大
二
訳
、
１
万
年
堂

出
版
） 

②
子
ど
も
の
敏
感
さ
に
困
っ
た
ら
読
む
本

（
長

沼
睦
雄
、
誠
文
堂
新
光
社
） 

③
敏
感
な
子
ど
も
の
守
り
方
絵
本

（齊
藤
裕
監

修k
o
k
o
k
a
k
u

著
、
ア
ー
ト
印
刷
株
式
会
社
） 

 

今
年
の
５
月

「園
で
気
に
な
る
子
ど
も
の
理
解

と
関
わ
り
方

：
保
育
者
向
け
研
修
講
義
テ
キ
ス

ト
」
が
出
版
さ
れ
ま
し
た

（
日
本
保
育
保
健
協

議
会
発
行
）
。
本
書
は
、
院
長
が
発
達
支
援
委

員
会
委
員
長
と
し
て
作
成
に
加
わ
り
ま
し
た
。

一
般
の
書
店
で
は
販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
購
入
ご
希
望
の
方
は
受
付
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

（定
価
二
五
〇
〇
円
）    
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編集後記編集後記編集後記編集後記     

絵本作家のヨシタケシンスケさんの言葉を2つ  

『明日 やるよ。すごく やるよ。』・・自分を甘やかすための言葉 

『今しかないのに もったいないのに 大事にできない やさしくでき

ない なぜかしら』・・反省と未来を頑張るための言葉 

何かとセカセカ過ごす毎日。「明日は、すごく大切に、やさしい気持ち

で一日過ごすよ」と思いながら床に就く、私のこころのよりどころ。 

                     幸運のストロベリー                        

夜間急病診療所のご案内夜間急病診療所のご案内夜間急病診療所のご案内夜間急病診療所のご案内    

夜間の急病時には夜間急病診療所をご利用下さい。 

場 所  下関市大学町２丁目（市大近く） 

診療時間 １９時～２３時 電話番号 252-３７８９ 

 群れの中で、ちょっとだけ違うもの。 

目立ってしまうけど、ちょっと素敵。 

みんながみんな、ちょっとずつ違ったら・・・ 

みんな ❤ス・テ・キ❤ 

    栄養相談日栄養相談日栄養相談日栄養相談日    
    
栄養士が担当します。子どもさんの栄養に関する 

こと何でも相談してください。    

時間 １４時から１６時まで 

７月 ３日（水）８月 ７日（水）９月 ４日（水） 

７月１０日（水）８月２１日（水）９月１１日（水） 

７月３１日（水）        ９月２４日（火） 

 

休診のお知らせ休診のお知らせ休診のお知らせ休診のお知らせ    

    ７月１３日（土） 学会参加のため休診 

 ８月１１日（日）～１8日（日） 

          お盆休みのため休診    

院長不在日院長不在日院長不在日院長不在日    学会、講演・会議のため不在です学会、講演・会議のため不在です学会、講演・会議のため不在です学会、講演・会議のため不在です    

 ７月１８日（木）   １０時より不在 

 ８月 ３日（土） １０時３０分より不在 

 ９月１３日（金） 午後不在 

 ９月１４日（土） 終日不在 

 ９月２８日（土） 終日不在 

    ４月からの数か月、ここいえでは１歳児のお子さん

の利用が多く見られます。病児に初めて預けるお母様

は不安そうに入室されることもあります。お子さんも

初めは涙がでてしまいますが、ママに行ってらっしゃ

いをすると、泣き止み、おもちゃで遊び始めます。年

齢に合わせた玩具を用意し、家庭的な環境で、ゆっく

り過ごして頂けるように、保育しています。時には保

育園のように賑やかな日もあります。初めて会うお友

達同士が、お昼寝の時に手を握っていたり、向かい

合っておしゃべりしながら遊ん

でいる姿を見るとこちらもホッ

と心が癒されます。病気でお困

りの時にはここいえを利用して

くださいね。 

ココロ・コロコロココロ・コロコロココロ・コロコロココロ・コロコロ    

◇おすすめの絵本◇◇おすすめの絵本◇◇おすすめの絵本◇◇おすすめの絵本◇    

    『むれ』『むれ』『むれ』『むれ』    
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病児保育室「ここいえ」通信病児保育室「ここいえ」通信病児保育室「ここいえ」通信病児保育室「ここいえ」通信    

～こころ と からだ～ 

疳の虫（かんのむし）って、みなさんお聞きになっ

たことがありますか？赤ん坊の夜泣きやかんしゃくの

激しさを表す言い回しです。疳の虫って一体どんな

“虫”？日本には他に、「腹の虫がおさまらない」

「虫の居所が悪い」など、“虫”を用いた言い回しが

たくさんあります。 

先日、NHKの「チコちゃんに叱られる！」という

番組を見ました。江戸時代の初期ごろから、人の体内

には９つの虫がいてそれぞれが、病気を起こしたり、

心の中の意識や感情を呼び起こすのだと広く信じられ

ていたと紹介されていました。自分ではコントロール

できない困りごとの原因を“虫”に例えて、対処可能

なものに変換しようとする知恵のひとつだったので

しょう。 

カウンセリング技法にも、虫退治というのがあっ

て、「怒りんぼ虫を退治しよう」などと、心の問題を

外側からとらえて（外在化）解決する方法がありま

す。“虫”というのは私たち日本人にとっては馴染み

の深い擬人化のようです。「いたいのいたいの、とん

でいけ～」「〇〇むしは、あっちいけ～」と子ども自

身ではなく、困りごとそのものに焦点を当ててことば

をかけてみると、気もちが切り替わって、困りごと

（＝行動）がなくなるかもしれません。“虫”という

おまじないことば、あなたも使ってみませんか？ 

                 （ぱきら） 

視力のスクリーニング検査ができます！！視力のスクリーニング検査ができます！！視力のスクリーニング検査ができます！！視力のスクリーニング検査ができます！！    
    
 当院では「スポットビジョンスクリーナー」を導入し、 

視力検査ができるようになりました。 

 生後６ヶ月になれば、カメラ

による写真撮影の要領で、数秒

間で検査できます。 

 ３歳半健診では皆さんに行い

ますが、視力や斜視などご心配

があればご相談ください。 

 


